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『地域住民に必要とされる法人を目指して』
～地域の「困った」を「良かった」に～

 
社会福祉法人　長寿会（大阪府）

住 所 大阪府泉南市信達六尾５４７番地

TEL （TEL）072-480-2850　（FAX）072-483-3311

URL http://www.chojukai.or.jp

経 営 理 念 『全ての人に優しさと温かさを　
己の仕事に誇りと責任を
チャレンジ精神を持って自己を研磨し
目指す福祉の実現に向けて
同士と共に歩んで行こう』　

事 業 内 容
及 び 定 員

【大阪府泉南市】
・ケアハウス長寿苑	 定員 50名
・特別養護老人ホーム六尾の郷（ショート 10名含む）	 定員 70名
・デイサービスセンター六尾の郷	 定員 30名
・ホームヘルパーステーション六尾の郷
・グループホーム六尾の郷	 2 ユニット　各 9名
・あっとほーむ六尾の郷（小規模多機能型居宅介護）	 定員 25名登録
・ケアプランセンター六尾の郷　
・地域包括支援センター六尾の郷
・六尾診療所

【大阪府八尾市】
・グループホームいずみ	 3 ユニット　各 9名

収 入
( 法 人 全 体 )
平成 27 年度決算

①　社会福祉事業	 810,243,379 円
②　公益事業	 72,948,845 円
③　収益事業	 0 円
　　合計	 883,192,224 円

職 員 数
（ 法 人 全 体 ）

常勤 95名　非常勤 49名　合計 144 名　（28年 8月 1日	現在）
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当 面 す る
経 営 課 題

・利用者並びに介護職員の確保
・職員育成と定着率アップ
・中間管理職ポストが少ないため、モチベーションの維持が困難
・民間と比較し、経営が安定しているため、その結果職員内に社会福祉法人『病』が蔓延
・法人の付加価値やサービスの特異性をアピールする手段が少ない
・インフォーマルサービスの開発

取 り 組 み に
着 手 し た
理 由、 背 景

・ＰＲ不足もあり、法人地元の利用者がいない
・地域の福祉関係者からの相談がない
・法人活動内容や職員を知ってもらいたかった
・地域住民と「仲良く」なりたかった

取 り 組 み の
現 時 点
で の 効 果

・地域住民から多種多様の困りごとの相談が入るようになった
・実態把握調査をしたことで、緊急時の対応が迅速且つ利用者本位のサービス提供が可能
になった

・地域と信頼関係構築できたことで、地域の『福祉力』がアップした
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【大阪府泉南市】
ケアハウス長寿苑 定員５０名（平成６年４月開設）
特別養護老人ホーム六尾の郷 定員６０名（平成１１年４月開設）
ショートステイ 定員１０名
デイサービスセンター六尾の郷 定員３０名
ホームヘルパーステーション六尾の郷
六尾診療所
ケアプランセンター六尾の郷 （平成１２年４月開設）
グループホーム六尾の郷（２ユニット） 定員１８名（平成１３年４月開設）
地域包括支援センター六尾の郷 （平成１８年４月開設）
あっとほーむ六尾の郷（小規模多機能型居宅介護） 定員２５名（平成２１年９月開設）

【大阪府八尾市】
グループホームいずみ（３ユニット） 定員各９名（平成１６年５月開設）

－ 1 －

社会福祉法人長寿会 法人概要

【法人住所】
大阪府泉南市信達六尾５４７番地
ＴＥＬ：０７２-４８０-２８５０
ＦＡＸ：０７２-４８３-３３１１

法人設立：平成５年８月

【職員数】常勤９５名 非常勤４９名 合計144名（28.8.1現在）

～地域の「困った」を「良かった」に！～

社会福祉法人 長寿会

介護保険部長 杉山 美雪

地域住民に必要とされる
法人を目指して
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ある研修で、講師から衝撃的な問いかけ・・・
『あなた方の法人は、地域から必要とされていますか？』

介護保険サービスが軌道に乗った頃

地域貢献が出来ていない事に気づかされた

↓

地域力を高める仕掛けとして

地域課題の掘り起し
－ 3 －

地域から受け入れられなかった理由
介護保険導入の1年前(平成11年）

施設サービス・在宅サービス開始
法人の知名度もなく、利用者獲得に翻弄された日々

地域から聞こえてくる声は・・・

『日当たりが悪いから、農作物が育たない』

『職員のマナーが悪いからゴミが増えた』・・・厳しい声！

利用者の獲得が最優先、稼働率を上げる事で
精一杯！！

－ 2 －
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発 案
Ⅰ 日帰りバスツアー(地域住民対象）

平成１６年４月開始／年１～２回実施
☆ 行き先 ☆

・ 和歌山 黒潮温泉 ・ 神戸 水陸両用船遊覧
・ なんばグランド花月 ・ 京都祇園『都をどり』
・ 琵琶湖ミシガンクルーズ ・ 宝塚大歌劇 等
大型バス（トイレ、車椅子リフト付き）をチャーター

現在まで１６回実施 ２５名～３５名の地域住民参加
（※延べ参加者数４４８名）

－ 5 －

地域を歩く・住民を知る・地域を知る

＊近隣地区、全７０軒を巡り地域の困りごと調査

＊平成１５年『地域貢献事業』として地域参入を

試みる

地域の諸団体に参加の説得(打診）

・民生委員定例会 ・ 自治会会議

・老人クラブ ・ 小地域ネットワーク
何度も足を運び、信頼関係が出来るまで時間がかかり、

閉鎖的な農村地域で、地域に入ることが辛い時期・・・
－ 4 －
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【個別援助内容】

・ 布団干し ・ 買い物代行 ・ 草刈 ・ 庭掃除

・ 大掃除 ・ 話し相手 ・ 声掛け訪問 等々
－ 7 －

Ⅱ 見守りネットワーク構築(個別援助活動）

平成19年4月開始

社会的弱者（登録制）に個別支援を実施

ボランティア育成と研修会企画

－ 6 －
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毎日型サロン
専門職1名 １３時～１５時 常駐

・ 総合相談窓口（駆け込み相談）
・ 囲碁将棋サークル(将棋大会）
・ パソコン教室
・ ちぎり絵教室
・ 野菜作り
・ iPad講習会
・ 映画上映会
毎日６名～１５名の利用者あり
高齢者の閉じこもり防止
男性高齢者の居場所づくり

－ 9 －

地域課題と地域貢献事業マッチング

Ⅲ 「砂川サロンいこい」開設
・住宅地に一軒家を借り上げバリヤフリーに改築
・平成２２年１２月開始
・年間事業費は約２００万円＋α（人件費）

－ 8 －

－ 8－
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－ 11 －

『いこい』を活用した社会資源開発
地域の「困った」を“良かった”に！

①近隣の小さなスーパーがなくなり買い物困難者続出
住民からの「イオンまでバス乗って行かれへん！」

⇓

他の地域の個人商店さんに困りごとを

相談し協力をお願い！！

平成２７年１０月

『砂川サロンいこい』にて出張販売オープン
開店時間： １３時～１５時

利用者数： ２０～２５名

－ 10 －
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－ 13 －

② 子供の夏休みの宿題や自由研究が困ってる！！

地域には豊富な人材がたくさん存在
・ 元教職関係者が多い
・ 定年退職した、やる気のある住民
・ 高齢者の社会参加

(見守りネットワーク活用）

平成２８年８月開始

『夏のキッズスクール』
オープン！

日 時 ： 夏休み期間限定１４時～１６時
対象者 ： 小学生
担 当 ： ボランティア２名 専門職１名

－ 12 －
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地域支え合い活動の推進
～住民の期待～

課題 ① 防災意識の格差

② 社会的弱者の把握（自力避難困難者）

③ 福祉避難所としての出来る事

※平常時からの見守り、取りこぼしのない実態把握

－ 14 －

南海トラフ巨大地震に備えて

『いこい』での情報交換や“井戸端会議”が情報源！！

愛される社会福祉法人を目指して！！

『社会福祉法人の根幹である

社会的弱者・生活困窮者救済、地域への貢献

情熱を持ちつつ法人独自の社会資源を開発

それらの持続性・発展性が課題』

『あなた方の法人は住民から

必要とされていますか？』

経営環境が厳しい中

(収益性の確保・介護人材育成を基盤）

－ 15 －
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社会福祉法人 長寿会ホームページ
http://www.chojukai.or.jp/

日々の活動を、ホームページのブログへ
職員が投稿しています。

ブログ更新：月・水・金曜日

是非、ご覧ください。

－ 16 －

長寿会 言いたい放題


